
木造コンテナ WOOD BOX plus
から見えるみらい



木造コンテナ WOOD BOX plusからの展開
コンテナ～住宅～木造非住宅

※コンテナサイズは物流コンテナサイズを基本とする。



野村総合研究所HPより

長野森林組合HPより



一般的なスチールコンテナ事例



木造小屋【現場施工方式】



木軸コンテナ【半工場生産】
基本サイズは20ｆコンテナ同等



木軸コンテナ【半工場生産】



「みらいおこし」のWOOD BOX plus 提案

１ 部材を規格化することによる木材の生産性・備蓄性が向上。
在来工法のように多様なサイズの角材を用意する必要がなく、
限定された寸法の材で建設が可能なためデッドストックを排除
できる。

２ コンテナサイズを利用することによる搬送・現場設置の容易化。
工場生産された完成品のWOOD BOX plusは、道交法の
範囲内で製造工場から現場まで輸送（内外装設備設置済）

３ 単純な部材構成なので汎用性が高い
完成品はBOXユニットのため、組み合わせることによって多様な
用途に対応が可能

４ 木構造のため設計自由度が高くかゆいところに手が届く納めが
可能。

４大メリット



SDGｓ木造コンテナ WOOD BOX plus
『木造コンテナで脱炭素貢献』

間柱構造

副資材も厳選部材で、意匠性、高性能（寒冷地、蒸暑地に対応）木造コンテナ

【脱炭素貢献】
長野県産の高品質な木材を製材することで、物流・製造の効率化を図り、地域貢献。

【雇用促進】
高齢（高い現場は危険）の大工に平場の工場内でコンテナ用パネル製造を任せる。

【施工性の向上】
ひら工場内でコンテナを作成し、トラックで現場へ運搬・設置をします。（輸送コンテナ規格）
現場での施工時間を短縮。

【設計の自由度】
同一規格のパネルを使用し汎用性を高める。コンテナ規模に合わせた組み合わせ可能。



WOOD BOX plus image



木造コンテナ WOOD BOX plus
基本サイズ：20ｆ ドライコンテナ 床、壁、天井 構造材は全て

間柱105×30と45で造作

想定建築地：都市計画区域外、準都市計画区域外、準景観地区外、都道府県知事が関係市町村の意見を聴いて指定する区域外の地域。



世界ブームを起こしているBOX事例

Architects
Richard Horden, London



WOOD BOX plus 開発プロデュース

ケーススタディー

【商品企画・設計・製造・販促までトータルに提案】

木軸構造 間柱構造ケーススタディー



WOOD BOX plus夏のサーモ写真



冬季



WOOD BOX plus   活用例【遊休別荘地】

土地面積：約360㎡



WOOD BOX plus   活用例【店舗・事務所】

MIRATAP HPより



OFF GRIDの可能性



ご清聴ありがとうございました


